第1回　泉佐野丘陵地緑地 運営審議会（概要版）
日時：2012年11月14日（水）14:00～17:00

場所：泉佐野丘陵緑地　郷の館ほか
出席委員（敬称略）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　増田昇（会長）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　下村泰彦

元大阪府立大学大学院　教授　前中久行

大阪市立大学大学院環境都市工学科　准教授　嘉名光市

泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信

うみべの森を育てる会　代表　西台幸子

大輪会　戸國剛

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　会長　杉本和彦

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　佐々木紫朗

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　松井弘

欠席

大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所（CEL）特任研究員　弘本由香里

傍聴者

高槻市役所　2名
パーククラブ　11名
◆議題
1．開会・・・14:00
2．ゾーニング検討状況について（現地確認）・・・14:00～15:00
3．会長の選出・・・15:00～15:10
4．ゾーニング検討状況について（意見交換）・・・15:10～15:40

5．報告案件3件・・・15:40～16:20
①平成24年度 運営審議会　開催計画について
②第7～10回パークレンジャー養成講座について
③パーククラブ活動報告（9、10月）について
6．協議案件2件・・・16:20～17:10

①泉佐野丘陵緑地　事業戦略について
～Ｈ26中地区開放に向けた検討～

　　開放エリア（区域及び利用形態）について

パーククラブ（養成講座及びスキルアップ）について
②照明計画　ほかについて
7．閉会
・・・17:20
◆議事

＜ゾーニング検討状況について（現地確認）＞

ゾーニング検討状況を確認するため委員全員で公園内を踏査した。
＜ゾーニング検討状況について（意見交換）＞
〇全体

・パーククラブの活動状況に見合ったゾーニング規模になってきていると思う。

・次は、公園全体を見ながら、ゾーン毎のディティールの検討を。

・地形、景観木など、根拠をプロット。

・まず、どのような使い方をするのかを考える。

○園路整備や広場整備などについて
・今日歩いた園路は、一般の人が歩くには険しすぎる地形だ。地形の傾斜・幅など考えながら一般利用として入る園路と、作業の為に入る園路を区別して、園路を整備して頂きたい。

○竹の丘の整備や利用方法ついて
・竹の丘の東部分は竹林の密度が高い。竹林の維持管理は3つ。1つは竹林として残すエリア、1つは竹林を全伐し里山林に転換するエリア、1つは竹林を抑制し小学生が集まれるような広場にするエリア。それらをどこにあてはめるのかを考えてほしい。

○棚田の整備や利用方法について
・棚田8枚を水田や畑に戻すとしてもパーククラブの現状では一枚を維持するのが精一杯だ。あとの7枚をどう管理するかは検討が必要。

・水田や畑は毎日の管理が確保できない場合は維持ができない。水田や畑をする場合には、大阪府とパーククラブで農地管理の役割をどう分担するのか検討してほしい。
○今後の進め方
・ゾーニングを確定する前に、審議会でもう一度意見交換が必要。

＜報告案件1：平成24年度 運営審議会　開催計画について＞

大阪府（事務局）より平成24年度 運営審議会　スケジュールについて確認
＜報告案件2：第7～10回パークレンジャー養成講座について＞
大阪府（事務局）より第7～10回パークレンジャー養成講座について説明

○養成講座の受講生の定着率について

・今年度の養成講座は20名でスタートし、途中2名がリタイア。今後18名が終了証書を受ける予定。定着率は9割ぐらい。

＜報告案件3：パーククラブ活動報告（9.10月）について＞
松井委員よりパーククラブ活動報告（9.10月）について説明
○プログラムとしてのクラフトの可能性について

・公園の一部開放後に小学校一学年を受け入れる際に、一クラスはクラフト、一クラスは自然観察、一クラスは農作業からスタートするなど、クラフトもプログラムのひとつの柱となる可能性がある。

○イオンチアーズクラブのイベントについて
・10月28日に予定していたイオンチアーズクラブのイベントは、雨天によって延期になった。来年1月か2月で再調整する予定。

＜協議案件1：泉佐野丘陵緑地　事業戦略について＞
大阪府（事務局）よりＨ２６中地区開放に向けての検討項目ほかについて説明
○開放エリア（区域及び利用形態）について
・開放エリアのなかで利用の仕方が決まっていない区域は、利用制限エリアとなっているが、制限という言葉は排除を意味するので、利用調整エリアと名前を変更するべきだ。

・ササユリエリアの立ち入り制限に関しては、咲いているのに来園者に楽しんでもらえないのは残念だ。結論を今日出さなくても良いので、もう一度検討していただければと思う。

○外部団体の受入について

・外部団体の受入に関して、音楽会や遠足など表面的な利用はルールに基づき受け入れを判断し、地形を変えたり樹木を伐採したりすることは、大阪府とパーククラブが主体として活動するように考えている。今年度中に外部団体の受入案を、大阪府として審議会に提示したい。
○看板をつかった抑制について

・看板のもっている意味は、来園者に対する違反行為の戒め。看板だけが立っていることに意味があるのではないことに十分理解を。
○パークレンジャーの権限について
・目に余る行為はパークレンジャーとしても注意して頂きたいが、手におえない場合は、指定管理者や大阪府などから注意をしていただく。パークレンジャーによる注意勧告が常識の範囲内で出来ないか、一度他の事例を調べて頂きたい。

○学校との連携について

・小学校と公園との連携については、泉佐野市から教育委員会に説明をしている。

・公園との連携に興味のある先生やＰＴＡ・父兄を対象にした見学会を一度行って意見をもらうのが良い。今後、大阪府と泉佐野市で検討していただきたい。

○ステップアップ講座について
・来年度の養成講座とスキルアップ講座の企画は、予算的な部分もあるので大阪府のほうで考えてほしい。スキルアップの講座内容は、パーククラブと大阪府で調整を。
＜協議案件2：照明計画　などについて＞
大阪府（事務局）より照明計画などについて説明
○照明計画における検討項目について

・照明デザインはとってつけたような木材使用よりもシンプルなものをコストパフォーマンスのなかで選んだら良いと思う。

○堤体の草刈りについて
・谷口池・向井池の堤体の水面におりていく法面の草刈りについて、木の根が堤体に悪影響を及ぼすようであれば切っても良い。池の周りの笹などはおいておくと侵入防止になりよい。

○池のヒシの繁茂の対応について
・池のヒシの繁茂は今後どうなるかわからない。繁茂によって不都合が起こった時は、軽減措置をとるぐらいの気持ちで対応を考えるべきだ。
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